
（別紙３）

～ 2025年2月21日

（対象者数） 22 （回答者数）
17

～ 2025年2月21日

（対象者数） 5 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・利用児童の興味や希望に沿った活動やイベントを計画して

より良い支援ができるようにする。

・内容を少しずつレベルアップさせ、成長できるようにす

る。

2

・保護者からの情報を受け取る機会を増やす。

・SNSの投稿を増やす。

3

・ねらいを明確にして目標を持って取り組めるようにする。

・外部講師による活動等を検討する。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・活動プログラムの内容やグループ分けを工夫する。

・公園や体育館など外部施設を活用する。

2

・近隣の施設等に協力依頼するなど地域へのPRを行う。

3

・保護者にも参加してもらえるイベントや行事を検討する。

○事業所名 放課後等デイサービス　イオ平鹿

○保護者評価実施期間
2025年2月10日

○保護者評価有効回答数

2025年2月10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年2月25日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

過ごすスペースが限られている。 ・活動スペースが1部屋で簡易的な仕切りで空間を分けている

が、周囲の音などが気になる。

・身体を動かす活動プログラムはスペースが限られる。

保護者支援が不足している。 ・児童の利用時の様子を直接見てもらう機会が少ない。

・保護者同時が情報交換や交流する機会が少ない。

地域交流が少ない。 ・地域行事に参加しているが、地域の子どもと交流する機会が

少ない。

・特性や発達状況を踏まえた支援の希望が多く、直接出向いて

地域の子どもと交流する機会が少ない。

普段の活動に加え、イベントや行事などで様々な経験ができ

る。

・季節行事を積極的に取り入れている。

・グループ編成を工夫している。

・異年齢児童が交流できるように活動を提供している。

利用時の様子を細かく伝えている。 ・電子連絡帳を活用して写真を添えて様子を伝えている。

・通信やSNSを活用している。

楽しんで取り組める活動プログラムを提供している。 ・各職員の得意分野を活動プログラムに反映させている。

・活動のメインとなる職員を交代制にすることで、内容が固定

化しないように工夫している。

事業所における自己評価総括表公表


